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衆西洋上貿易史に見勺れるアラピア型
船舶につ l)て

神戸外大 .tt 原 只 t手

繕，奮

管 1きも今でも、街業貿易の繋栄ポ海運の官能姦に依移す4ユ三万'"多いのは、古代及!̂ 'IP"1:空に

於ける ff1陵 P干の海運ぶ索爾貿易の~療に大い|二費百釈した寺実芝見ても慨を~7J\プきめる。ごの印

.賓 '-ë 大いに汚滞し、 ~f受芝漬じ?との I志、アラぜア雪~:勾術ヒ乗った寸7 ヲ巳ア商人であっそ

e 綾ってアラビア街人及び7 ヲヒ‘ γ 笠結納豆栴BAする=~は、東 jó貿易史玄翁く農で・2う ~ìと

もいえるので、貫主仁7ラt::ア笠iti総Z取 I}Jニげて従811するこ主こ にした.

古代の叩度洋、殊ヒ印"-洋西宮羊苦JS~航行してい 1と勉舶 1= ¥"l" ，古代地中海め般の哲起き 8ftちが

に Lτい;QA;"うな図~1l、‘記.~君、去っE ものボ殆んど事寄っていない.絞って.古代官、ら中世主

の宋朔に至る廷の1習l二兎曲される蜘片面守TF支普及び記告示によって新究すAl以外 l二防、全〈方

警官爪‘見当らない。聖堂じ 10世紀より以後1JJ資料玄務代11¥新しい耳、乃不適当である之の媛由で

実の会俸を除外するのt昔、このar-克の急告!こ f宮、 S吉粟約にいえば多散の費軍令質料Z放棄す

~こ Eこになって L 苦う。樹えば 1 0 世~以後でいえば、 1 2世紀!こぽイドりシ ai-JdJvi..U

U ゥパイ lレ手 十戸ねT ・ 1 4 t同 1=IT 1¥ ';1 '1-'7 9 ー必タ-z--l3r4f伴d~ いった

アラビアλの附肘時制の.1 7J\~:Ò .st~ 灯時叫ムムールzザul ~スレ

イマン-];ル・マ 7リSdザ-I1taAt-J -?n.d以 の脅t溝橋導警もあゐ‘曹|ご¥'3""千

住S乙じな:Õ~、マ!レコ.~口、毛予すコ 1'-' ビ/仇向♂瓦~る牝.8 ~ II つ f二ヨーロ ~I ".人

の抜特急ポ膏い?と貴重 T.r妃."Dある。これらの資絡の外ヒ、 f5世紀末ポルトガI¥.-人ボ東洋

仁系統1..1=勝亘の質草寺宅).-寄付7ラビ..， ，1) l' "1 liス誠跡fCに行けるアラビア裂の徹5i，高野記す

る場合 i三使用しても差支えケいように恵われる。その寝台t昔、主主一口ηIで人の業高た以岡、Jp

ち古代から市世末!こ IIt:: ゐ阜の阿 t:: 、 7ヲ巴ア*の聖 tす特定の-fÞを除〈ど、費つ1::処n"\~ド

常仁少いがりである c~ L. íに iレトtJ・ jレ λ の蒙恥以後は、アヲピアの習船守主衡r.: ~Z f::ヨーロ

ヴ J'f人の影管財~r=' 多.t!"多.w.なものがあっ 1と.このヤヲピア街4の若~iS状況玄褒く理解してお

かない X 、最i止の修符象~地理孝君f.ct著いたアヲ巴ア衡に関する記事芝利 F耳する場合仁怜大

きな族リ2!:~す怒れがすF分にあるよう，1こ罵われる.

間コ7ヲ巴ア型船網仁ついて記述するに際 L で、その般舶の遣歩 1.-1と足it~ 梼府県!こ

示さながっ r=0 "'tの費留除、筒速のように蜜比の材1511'¥・急激きあっ tこど仁も gるず町、責務

の掬級工向建 U 2". ~E t， l醤 u 爪ろでもあった.郎ち実つ?と IRH~O)資料用\勺戸つめ事親仁ついて

取緩める zう'...f:t方i".t非常に危険な1n去で・iすある水、降灰政I古詳 Lくて間違い易いの i二化ベ

る~、費2 ぽ費量の n、守金なので・ lまないかと怒ったので、そ m 苔3Z; 1ご裂とっ 1:: • 

ごこで東吸った地鼠仁ついマt;、軍!こγラピア地核仁限定するこど tJ"く、セイロシれら東

アフリ万に至る ff1度浮!71西半ぞみの恕官設を同.tt-t亡関聯ある7包括主どして取扱った。・うされはl地専の

会期臣家百て文化的統一体をなしていゐのき、舶の聖も民族的マ障害互乗庖えて笑1直美術・相当!こ

tt!めi?才l:()机ちをあ?J.勿織地中海や安静海の舶をこiぽ‘印IJ洋の iro16~宣うT翼っていゐので、



ア

間際に区別するこどが出来るのf正当 1tで‘あるボ、就中寸フヲ巳γ衡の漬しい骨骨徴t;、府4本の板

3量Tで有村けずに縫合 A士ているこ~~ ‘紙釈である二乞であヲて.をの li1A仁ついては後で・

2羊Lくli!Sべる二とにする。

I 船体 x 繍ぬ

現今の7ヲ巴 7型の舶の-d訴はぜヨーロッ fずで骨われていbように帆焚の技第によフ τゐ

付けているのではなく、船体の型的蕩々な泊互つ作ている・例えばがd匂ぷぺ鞘.tの蒋

〉、4-~匂(緩和、 3-'(VIす孔(側、ソポイ〉、.e.o.〆~(時〉ピいラような右

1JC:1J形集1忌(j)療費寂の盟司?察結の形1::よってつげうれている"~ L精巧な彫刻中塗司更を Lt.:.

o形船尾町、全く 16世紀以降のヨーロッ J¥"の影響1::よる建物守める。百IIJ!lの船体現在

.o..-kx. (烏〉、3-ゐψ (肺).ι~(時〉耳早川ば・れている抑制ける旅

⑨仁、ぞの船I官三重船尾ヒなっていて、衛首.術尾矢ヒ突っている.~ L 二れらの1ó ll~玄中世

，の文献を\1"箆出すこ Xボ出来ない・角以~の泊7精げわれて \1 るが、これ\õ現代の

方官事ff!足音Eの舶をtまなくして、金E望書の 11、脅Z指しているようさめる，開放i二記事象に i宮、紅海

守は戸μ-a.1. 印象人糊衡のゐ~，小さな術øïr-'-ト l二材 L可制凡ザJμ調会'

‘それに炉~~\l う制更えている.州をも、和、ボ‘ァト同制;l縁1=は相当多紋

記f，:されてい s. 異常 L 't の~釈が・梼史の智芝草量規 L ているよう~例は魚リ息受けられr"いの

である11¥、船体の1'l.!1¥当時でも現在ヒ悶じ〈分類の;差農之なっていT=~./t測するこ之官民自主事

ムアラビア績で・腕章肋芳一般的な吉宗何 ?11.0Jvk~ ~ μ 仲 UJであるポ、コーラ

〉守 lす許RÆ ど砂つ τ いる。叉 μ--~いう言案1J~ t.Lluw.-という綴リに変形 3れ矢口人

の ~jg&.1二 7 ヲ巳 7の貿易紛を電車まする苦 ~~l て用いられ.通m-Æヒされている釘電この

。ιt.UAf.j:;'スワヒリ.sw孔..lJ.Li (-Yフリ刀のずン;:'{Oレ附itに住んでいゐ琵後〉の事案をあ

って、ヲヲぜア人ヒ『官金1t関係1fi:ゐ¥1ょうである。提，.

術絡のA:::ttけテー 7材薮t;ココ.ap.J.材で・あった。アラビア缶、ぺ}レシア絡の「子 -7.-J(})

事業はPλ~之s 紛 t 印震の平吉梼tぞの俗語〉のぷえ必a.. 11\~ 来ていて.元防A五F であ

ったボ、現在~ttA-T-q-芝なっている・(ヲ』日ツ 1ゅ の 子 一 件 、 ド ヲ ワ 、 ィ タ 捷 の 掛A

雷、ら斉えている.)このチーク枕阿南町度、ピlレマ、シ 7A、それに印度安調tOJ丘陵!ご良 t育

つτいて、古代から印度J:リペ1レシア湾へ菰出していたので、パビロン .11ケメヲF文王朝.

それにザサン王測の遣隊、で・も発見されτ \I~.J.む句~ゐ志ωt タケ0"" 之i6 jl.c.) f;， その

渚奮r自然史J仁rl1ラビ 7海岸湾管のチイ 1レ又島ちム.，(現在似てーレン易〉ヒ付船乏遷

遣するめに同 11 る~:Q穫の太材dてあり‘ごの末lttす禁事中にあっても殉んど・精蚊しない X いわ

れて U.Q0 モれをこいうのも JJく中に置れれb 之、その木材lす 2oo~ 以上わ使える1)，'・JI<.の外

に握れれ;ゐ之、暫えは文丈夫r2:ポ、間もなく朽ちるからである。 Jミ~.!ffi:ベ・ている~ ~こ=ろ qr

"e)レ:.， l' 'jぎ絶滅仁除、そのよう仁耐久力のある木材11¥・見当らないから、これtすfI1疲れら験入

しにトク坊と見て関連いやいよう 1::~われる・併に j~ t.μ 中ω t1(-dι

~ヂ.d化a~ a..-此ぷUUit 仁ぽオマナ偽乙A.ntt(オーマンにあ 2予選〉が lでリガ・ず‘

8ι~:ftt汽?-"しく即時主のギ 7 ンペイ芳仁まうる港) n¥ '?職〉¥する向dbとして「たる末と架 Jを

苦手げている抗、その中仁↑古怒らく在船日JOJテーク材てJ入っていたようである。マズーヂイ



s 
d 一勧β.，ð'Ü-ぷどは、"[1度洋o'l船内千 -1~ で建立主さヰL ている X 開らかに込ペでいる。:;，且ウ

lてイ)レ ~-jU-ß-勺4 もアイヂー?' Ay-d-l..以(革推のアブリカ伺i沿岸〉での腕用

料附恥工-'/. Y Cl.P -tra-仇州内検入してい M 延べて1I.o。削

7ヲピア飽でココ軒目bμ 加 ne0'l..戸ど 云つでい側、ごめ言葉片PA--/f.fo-rJ:t

おの冗むがM々)レ ~7を経て入って来tものと惑わ札る o y'ラピ 7人目k れをttl-jaA宮
~-I-Iム叫i.. (印!l紳手)~も Fすんë-'lIて、マ jレコ .jf， 一口も二のわ左用いて u る. -の木

防記来町印度、インド本シア、セイロン、マルヂヴ諸島及ひヲッカヂザ諸島等の地霞水原産

地であったの訳、1Æ~t::碕ヘ核ボリ、廷にはアラビ7 亡すで・拡吠った c 1 1 世fUこなる~

ナシ 1).フスロー免瓦4.A.-化-i.--H..λぷ4A-山4んが二の木芝オーマンさ臨めて 11:るし、 14 tr 

記にはバッテゥタ-;.o.タ1.-.8 ~a..，{ p¥‘印度と魚事長に買え引をしていたハドラマウト

旬ザレ呼化M しω似 μdぞ の予港琶、 予ジ引川.リルjルレフ 71ルレy示瓦ゐμJルb で刊市肝千一ク均m州木抑B柑1

。1然抵し昔 tの方7ヲtぜEア人、 Jぺて iルレうシ〆ア人|除古チ一ク材玄輸入する1ゼさ汁1守Fなく、印度及ぴその積.，に

1急出掛けτ.そこで薯建もして1It:. .rラをある.pt; iこマルデヴ及ぴヲ空Tヂヴ諸島で財産.(.1こ

E電車&.111‘待われていた。その様国防、こ~ c同ココ君臨与が句作ゐ生産物 1:::よって、船体の一節

、γスト、ヲ長. f珂.号!.l士 I凧 lニ1I仁:Q~のもの玄全静岡意していて、紛X i'く定威することが、

由来1とがち~ある.このようにして史民 L t::舶はココ帯J材と栗駒翠積1るんで、オーマン .. 

TI々 !レシア湾ヘ3ftずれτいたようである。鈴 3

=のようにス工夫・の黄色でiTlつ r.:1こ芯よ、西宮マあったにぜ友、船体の建造iニ用いた木材は、

大誕生 f!1@更&ぴその原島かり来たちのであったポ‘例外としてレパノン!iX\す主苦~>， y ;r.タミ 7

め木材でゼ十テ zリヲ乞アレキサシチーの段隊ポ華麗さ才If::ょうe'ある.'"均ぺlレ予ア意附

l!r ø 模範の元三区が、糸杉のよう Fなものも生えている 1l~ 、一般に都柄本才~しでは不適当I とされ

でいt:. a4 

粉体の M立て I才.もうこれ以主的軍司r"tf7.長院ないどいう~うな方去で・得われた.覚す・青色骨

玄買!.J:.に置い τ、その健制各々の側 1::水 平 の 制 限付け‘.維の糸〈軍政付似ザれで

ーをつ τ ffJ-a・つけている。 E古骨ピ1)\骨組に関レては、記録i二何令兎当~ない訳、重ヒ/l・リエッ

チ附..に宜いてある 19 凶約スカットゑ叫~の紛糾帥った::.!l0)ï!i1l萱の

アラ巴ア舶にも肋骨ど.t1¥骨組ピ n¥tす全く見送 bない.~ L 外洋治ともなれば、~1I'筒7よる大き

さのものでわF骨骨を事寄ってlIT:ニに準Llt.; l' "怒し買力管がなければ、をの船体!す弱渇ざτIJt洋

1::.しない D¥ちである。Ift'a側!な、 1衰の絡を重ねなtJよろに L和平張リきあった.というの除

、 2賓の時ボ霊 f~ 'J合って1Iる緯貫主リの紛lす‘北ヨーロッ }¥"7l<!長国有のものe'1.Jり、 16世紀

以前の卯寝苦手で|才腕られていながったれらをめ~.土の平5養リの板、!す、隣合っ 1と 1友 (J) 鋤泣く

に問怖を置い τ聞けてある穴k紙芝窓 Lて縫合し T=• タ・リ二 γ チ博物衡にあゐ酒量形で目む、内

悌iず網憂い朱昨の家安Z才I=-*-でしつれりと箔ぴつけてある・二業の梁受付「すJJ.t官主主t!tl二TJ"っ

て創案されたものつきはないホ X 恵われるめを、もしそれ刀Y事実で'Jj) 芯どすれ Iず、首.~受:tt

宅)IJJ骨も弓r" r:: 11ft舶の穏討を組立ててい Tごこピヒなる択、そんなこと~実際に不可能と鬼ら

れるのち衡がぞれに代るべきわめ似ガったものヒ恵われる.何れにしても船の組立全体仁 z
って釘之君、木企n'.いったもの玄全く桐 t¥手、糸玄綾閉しτいt:::~こいう二乞ts"ギ‘リらア人、 m



9 

食入、 7 ヲピ;ア人鼠ぴヨ一口、ゾ Jï人の直撃萄ポ維でも循掬している亡~でめ:Q.主主 5 この

脈1ごついては、ジュ}'\イ 'v 1J~7 イテ一月作った þ.eß-a.k (帥の魯〉ゆする抑

に、 J 前はココ~.:a:夜の鍬維(やみ~)の金正否健会 t τめる。ごのま五toココI1q.の外 E更

を駒大工透/J'¥'繊維ヒミFる迄打ち、次いで・ぞれ玄緩合ぜて舶の縫合主主に問 l¥る紐iごしている」

z活べτl¥るボ、 al=続、相の繊維と司、、未本科!こ環T-Zl植物1:作っ t糸O)jfjt苦手げである.

この縫糸iご掬する「史的マ寅斜とし-zt宮.宮古紀尚-".2.世紀のJヨιnCι<.，1)彫刻ど 13世紀の

ハリィ'}a.P -j..J a.M..-μ の抱~.刊'f... iit Iごついて ll:d事長 lこ、その事実宏明られに見る

こ足首て出乗る e

この舶の建造11;去については、東77リカ活意;0いの紅海.コr-マン、 telレシ 77章、印慢

のマラ mレ及び‘コロマンヂ lレ海岸、マ lレデヴ庖 ;A"ヲカデヴ、昔青島ぬこど Z記した古代及び中世

;の湾建語~1Jて色々と 25 についてわ吉良レている z 実際的に、ご:i)ô 渚 11\fn度?挙面半傍マ 15台

、~以前に行っていで唯一の方法であっそこど何開'? 1J¥で・ある o 3主6 ヨーロッ If人の漉県に

よる之、こめ君主i宣活1τ1500tif.代|こなるど・間もなく庶止されたむののようで、マラ，¥1レ

の~Iir筑に鉄釘互;.R山安閑して連還している。ご O!l次葦 fす、 7党 lレト tJ lレという新しい敵ã 実

4J'J.τ行っ tの川、実はずつど以制胃、 b刀リカット CdU!.-ιa ヒ寄港してい T二中国の古ヤン

ク~換倣し亡事吉実であるの的、その点につ II て tす余 11 聞らかではない.何れ仁して布、ヨー

ロ"/Nの紛爪来航して以来、縫合した紛W鉄事丁で干す伶けt術|ご、 fn1l5等のiII1m;71く慣が b双方P

仁渇尚ざまi て:/'J"つ T二・~t，現在ちも縫合しと船ボ泡3RT芯抱く /1、さ 15-漁船ヒ 11\ 、カヌー〉の形

で、近代的r.r経湾干の形管Z殉んと受けないような昆野弘、海岸.ltfJち情及び東7ヲピ7 、前t1J

J!tlぴ吃 O):!t辺の諸島、更に最近きでケ〉 γのラム。〈ル例--<<.仁 td賀ゥ τいる o a.まマ

このような他州拘処e、4可紋出来た掴¥1::つt1τ|す.今の .m ë~只臆測する色.けt-ある.即

ち、官ごれ b の施方の海岸で l才管遠の~問的紛ー署長僚の街、11."2:京ねた舟.丸木舟-~

利用していたの W事実のようである。ごの丸木舟r.:.最初W板玄後付けて予てき〈しtょうで

ある。 γ~時代に府tI τ\.11三チーク持及びココ痔~将司~.印措置れら 送出されていたピいうこ~

怜、その縫合 tt方法司)iIl'印麦8¥与総合てったわのであるニピ"2.Jr.している三併しても良い n、も

知れない。9X tホその縫合ぜ百て、最初「寧ぺ!レラア i警の宇野手杯に問1I~れた役、何度万\.フ稔入 L

たfA貨の木材|二Di1盈JlJされ k刀1・、更にはその方湾ηてぺ 1レ:..]7 ~ぎれら fn~ ヘ伝わって行ったの

れも知れないピいう雄定も、余リ無下に捨ててあ、くご 2こも出来宅Fいkうに恩われる。符れに

L τ も寄生台 tE2去 lJ\用 lt~ オ[た理街け、これらの処方に於 r'-?l古代の人建 1=とって、釘の材料

になゐ鉄乞れ、者・鋼と n¥君て仲''1.寺に〉、リ|ごく爪ったのに反して、一方後fうぜの材料I菅直く騎手

元に更付れったという事実によるので Iすないかども恵われる。銭 B 綾舎.t!の起因に閉

しては‘これ以上の itHil玄寸ること I，r出系干 ¥.1 0 l!し先例f費用爪駐日ら札、実際|二便われゐよ

うになって~\らでも陵介百 li のに、相w縫Íj.l;t方式 n\ 'tの慢にも務っていたのe'あろう IJ¥• 

縫合せの h古川ij~ いというこ乞階、旭中海地場‘刀\b 去とと人重力1'\rtっさリピ鵠めて u;るどころで

あ;g"側えば文々イン咽¥ら*1'::イ 7"シ，ジ..1Iてイ lレゃマ}レコ・ポロ-了ョ 11..- Y.・ 7 ス T1~・このご• ど乏詑j建~ Z II .る押¥. ~仁モンすコ 1レウ・ィ - 1のジョンも次のように書いている。

「その版方の桁1す鉄玄関υ千百揺を入れるごどむケく 芯とく脆くて不事問なものであ
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9うつ t。官か b何処の米対立切れても実僚に裂け目 1::7qっと。でJtで紛で通人出るのr.;、 'ie-If.

F 穫は多'y"でもその 11i理をするのである J

このような船w、激[， 1I J哀浪仁妄りく探れるど、ちリぢ・リばらt示、>:11コ介僻してし寺ったよ

うであb。それでヲ 7でlレ少弘サ-t.f..A.-f} のle専の市患がゐすb之、風ヒ.r.o繋破11'¥作格l二多

がったようである。者しこめよう T，r.f(o'で中国司ロモザンビヴヲへも行っ↑ごどすれば、尚人の樹

けといヒいう事究室芝.船乗リの鳴I気託子脆の鋼l'舎であっ T::0 このような舶は、例え艦砲"L守

l)'つ T二場合でも、甲板pてなりし、縫目爪靖リボ 15TrJ:ので、船底c渇ゐiK芝関係争;汲出してい

た a このこ之仁フ Uては、次のベ!レギ)レ作"'1i.t の 静1::・

「ー・ー綾含 L1三船~t"n竜Z積む之さしった

モLてR権問刀、 0tiJ沼のJKIJ'¥"濡れてきた」

~sc. L τいるこ ~.1ごよっても理解することボ出来ゐ e 吟 9 そんな仁縫合した縮担て弱いのに

、再放近世t(孟も綬われていたのであろうが e この疑問について旬、古代及び平世の多くの積

立E薮ボ既に問題として取上げていて、万!のような覆 q 政~ T<f理由を苓げて説明してじる。

(1 )貯古代サンスクリツトの制場開ージ1'8むが I京、その海に磁石川あって、鉄

玄使って組立てた~玄引きつけて難破さぜる1)\ \?であるヒするa!ê.~発表 L てい為。=の

伝統降、古代t::lt\<符きわh ってい Tニに調進ない~~われる。三いうのは、つゐロコピウ

ス'PAACβ弁ι“d がf問ぴ同じようなこ E己主主奮いている払らをめる。然し7ゐロコピ7.ス

の場合Iすきれを政治し、紅海でギりうア、ローマの船1i¥釘を用い‘犯の節分lこも欽玄関

いている v"<、何のきも書記けて|古いないご乙を指摘している。文その伝統除 14世紀の二一

つの著書、宮11ちr-pレキサンドリ 7逐年Jというアヲ巳ア昔告で奮いたわめと、ジョシ・マ

ンドγィlレ御sι 介ゐι仇 ωz点以自主 の腕「附記」の中と再び出てきZlI

~o 桂 10

(2 )マルコ・ボーロの意兎による ζ 、ポ!レム芳仏仏初んです(/¥G)レシアJ)オJレム芳黄島般に

面した蒼〉の書留と鉄釘のないのは、附|二使用している求刑硬いぜい 1さとしていて.その

氷仁者し釘宜釘ち~む x 裂けるといっている。 見定L特定の副首1::はこの説爾が妥当でめっ

ても、それ玄胞の一島止の術仁適用する訳 iコlすゆれないように恵われる。 mrちチーク税!す

'7く乞も細工芝すl;.tりじ特需にま包 Lていゐ Eこ云われτII;る机わきある。ぞれ I~ このl!，担罰

金体口まって依11(・相当|二百〈が b 使用されている 2という事実付、この理由11~ 誤リで・~.l>

:: ~ ~1旨衡して U :1;I. ~II 

(3)γヌー予ィ lす>[(jJ軍t'liJa:待望F的に祝日月ぜんXして、

r-l!:ifこめようなー縫合ぜーー方法は印度洋以外で用いられていな ll.~いうのけ地

津港11.>術、それにーを二じいるーー 7ヨ:71::::-v人I)\舗も τ ペて~玄慢っ τ いるからである

o之ころボ印震洋の粉l二あって iす、声量7¥えが絞z)肉食さぜるず、i9f女釘[f¥長得ちしないし、

それ仁満ー中では釘1J~"支く院< I，f.e ，之ん Tf理性Iで、その海岸の人達 tt釘の代リ l二繊維の

祉を使うd:うになっr。勿~この紐 l二|すタ・リスピター lレボ塗ってあ ll--' ヱ述べている.

思 L￥の二つの河暑の海71くは、'烹除 ífJ 仁極.rr 及:，t- ぎの他の科写約成分の重力1箔ん ~Wn~

れない宮、わ、その惹更 f占何等の価穆のないこt.n¥介る。そのよ lこ印理主洋必子-)材!す.



1 1 

刻中 3週明程坊のように鉄(j) 主的に商設されすい X いう手実力~Pij ~ 1)\iご 1~志之、尚喜担問題にす

る怪零のない二とが旧日験になる a能川

(4) :;'ゥ 1てイ lレ、イドリ:"'1.1ぴ・ J， 、ゾチヴタ -lõ~色合l..1::船体の長向'r~犠鳴して、をの ~ã 1f{・

柔軟なみで、紅海空え 1す犯の海Iカ鋼王看護、 1::: 乗上げてi; lrで 1丁付け t:: 術~~量れ事く r.;- い。叉

それど同l1: T.r援由仁'よヲて、印震のコロWン予 lレ漫7J."マラ J\・}レ迩岸では、佐合~ Tr術ボ

激 Lい荷主E涜じ寮って障害へ烹よげる二とも出来ゐ L‘ ;IUl のために量!斤~へ押』ニげ'られ t

E警の術普ヒカ耐える±ピポ出ネゐど運べている.亡の毒事~ t耳‘慢に~白4】一つでめゐ乞

者えられゐ.註 13

(5) xt ~ T，pitiち縫合 ltこ衝が'1費つ T-~芳定的 'ð 捜宙 t事.怒りくこれら MI!!債を I古書債を用いて

建志するこ三訳、 Ai育的に可なリ諸島くついた 3こいうこY.e t宮司Fい司、 X兎われゐ .12旬、ら

どいって、紙n司会く利用されていな月、った乞いうので・!すない・歓l-.tê[T度の ~<ω7包 D~

イラン、スーチン〈但し内陸〉で百くから絶えず株泊されてい 1とボ、叉エジ:ルトでも得

bれ七 o x& L.鮫の理陸軍来&<1釘の慰霊.1}質問ボ印蔑で}制~'i容にあくつい t し、他の?也すで・
音量

も鉄工業の従襖i草11、.:!fJ¥つ t::tうである e 従って鉄を問 lt6>電車透主主l古賀有aてすぐf専られ

、Lかも苓の l込んだ有情互 f尼寺￥しない縫合ぜ3主主比べ:oど.値段の怠で 1す彼等 1::r，; り

なれった i二耳目還ない e 亡の事E 芳干阿7~ 退官については不思議T" ことに、去の資料も会〈鋤

れてい奇い州、これ二そ最も局単で・、しがも妓も実質的}'&:"言書留ではないがど駕われるそ14

. (6) l~ 主 Iこ i芯べ t 謹白の外 1:: 、伝統の影響どいうご X 主，- pt，;主意すべ~~~こをあ;Q .人~

いうもの作.全く理柱a切なもので 1古令いし、それに船乗リ l本相当傍守的なものをある.

E計ら書丁付付方式が少 t1::: tr吸っている~いう.4Jtで W 、従来め方式ヨヒ進出すに『古到らな

かっ1::であろうということポ想優良守き.o.0 どころ吠.ヨーロ~/ J，Oの通商ll'¥'ip度予手 6申書~7有線‘

楕を根本的にl'撃さ主t~ にいたったのち、。これに f芋っ τ 管告との kli~・急速に等を消 L 焔

，め E ので・あ.è~もぎえられる。

術憾の領主/J，\・終る之、今 ~r苫舶の際!噂1}\ら渇11<.jj\・入 i;J 'o いようt:Lなけれ1ずなち 7oい

eごの 11<の漬込むのを防ぐ五嘆物芝ぱ、ジゥパイ iレ官官「悪事F苓の木 11¥.， .Jどれるぷ(u.必λ

~ ~/，でいるものである~指喝していて、ヱオt ボ宵T積「事\l r才f::.Jに当みものでめ~.

Eンチコルぜ J付、彼ポ7ラt::ア司&e'更 k術 l::はr't ¥1防e.Jなどを筒'plてな爪ったY.

いっている。~t.ì'ラピ Y の若草E 家~は術君主の台ぜ自 l:: ¥宮ピッテ鼓Iす樹脂之鯨3おz進.tf

士もの刀1・踏めてあっ 7三'i.j!fべている.イドリシ!古、この定棋物に印~洋の鯨!.ftll訂して

いた E、'f/.'..のように記している。

「・‘・ー彼署長I事最もふさいの左手宥ぇτ‘t'場l玄犬釜('J.るど‘その耳東肉 f苫P寄付τ、i震い

どろ rろした没体 lごなる。=の?出紋の鞠庚tt工-1ン、1'1'・ン、ファリス写ごん斗4 海岸

、オーマ〉、更に印度，J:!1闘の 1暑でも有名であって、=才1i?の下旬耳患の人達Iif1!ti t1HLを埋

めるめに使っている J この嫁油|京支‘術食Lt官tt¥船底主食荒すのを'f1jぐの!ごも役立っ

ていた‘舶の'i~叢 1::: Id:愈鴻を普通使用していt訳、ごウペイ!レ『す魚瀬のヰヨでも鮫JIl1氏:.ft

も寝¥¥乞 I1つでいる。徒 IS

mについて符甚だれH 疎である.どオ|し川又 ~oCルー 11 マラ l山



の中で、

「取に I才甲板押究会Z言語って 7，f<.て、向b~王が酒量出していた。で ~l ¥二舶にI謹非情仁丹<，11¥'入って

くゐので、人々『事何附も‘ヨ1同7白人ど'7て滋71<溶 1)の中に立つマ 71'<，を汲出ざ i，rければ'なうない

-I~iìEベマいる.叉 "1レづ・ Jf-' ロ~ jT:)レム夫の舶に関して‘その舶に f古申徳1Å'~ いので、 Z負

荷m皮撃で包んでめったど1Iって1I~ 0 7王フアfレト， l'i 1レポサ Dt.U'A段 13CL/tふ~え】~''i.'ア

1レぜマ〆~?7t-孔も I b 世~c. ú)初期 l二マヲ Jnレの舶に関して同 4泉市こ 2こを~べて l\ lJ c 

1まL印度予手の7ラピ舶の甲板l二ついて書いてあるもの|す、全く里さ告らない。但しア・ヌ1レタ・1す

下ヲビ 7術の船室 sa..ea.Aγ'のご之玄嘗いていて、限!す4C 0人も舶に吹府出*"f::ヒいって

いQ I1'¥'.二人なじラ〈の人々 玄欣理子す:?;IK'l!に、予ッキボ全米号f"1I¥っf二2!'.1-a:信じられない。相4

古代 lHi・中世rt:普通使っていと艇は、犯J~側 1:: める大きな梶を利用 L 士須舵f-けであっ t

e若 L娯積がわ風を受tr1::港合、をの嵐の当 b仰の舵!す71<百¥V)すっかリ出てしまうれ、巧 t;t

方向 ~1l 定ラるまZ に草食く入っていなれつ士 kJJ われるの守、外手f.紛に!古南側仁一佃づつあっ

たもの 1:.いない e このように舵ポーすすになっ τllJ:::の守‘ アラビア結1)恥Iすベターμkle-o.品

x望書殺を規わす型で京されているのかも知れ砕い。然 L1 31:空事己頃迄ヒ材、アヲピ 7人も拍

車舵Z用いるよう 1二砂つな。モ〉デコ'L-~ J trごのこ之について‘

「士れらの舶td.jlr廷の実中t.:縄J1tR危Fて( I 8"" 2 2 11寸〉で‘チー filレの.1&のような弱く、

脆い舵乏つけている」之いつ τいる。 1237 専に奮かれ?と 1\ リィリのマ η マートの ~Iご皇、

られるの川、 τgをこす1 であ~ .向ヨーロッ N で脅T尾~ã:.一舎最初に t古っきリ~ 夜、める三どの

出来'"の防、 1242与ドイツの工Il..ビンタ・ειふやn.f) 11¥ら出1三印形である。二の逮〈踊

った=つの飽首で‘飴々時主同じくして船尾倍前提われた択、その釘係につ I1τi宮、今の処

でl守合〈不同であゐ.柱 17

締{制ωγμ ， cvn~) Iす献なもので、あっ1::. I( j.川 Jカ レ リ 併dιL

~r事、 17世紀末々 lレ:シア港で・備を通すため仁美中に乳?をあけた石の縮~見ている

o J'(..， ，レゼマ}す力リガ v トですて理石の.~~豊出 Lτu:o一月n地中潜で I才、古くれ iフ金fiI.栓

の修Z聞いてい f::~であ志軍吟、怒らく 7 ヲピアでわ相当 6 くから切って U f::わのど恵われ

る・という oは.前進:乃ハリィリの舶にわ、民|ヱこの停に‘男君事k二6専処方z航者子レている前

仁.~んをいるの工会く問 lï o f/C1 t恥更の.j~員組t Ol~飴主務っているの胃1・売られる o 叉 1 0世紀

慢の外弁書留には、六億喝の錨z格ってい在宅hの1fI，'aJつ1::.rラ rめる.， ~ 111 

術 ¥t"、 ぎ な 卜印刷時ぜてい 1=:0 アヌ・ lレ'1"仁川と、二 01-#'-トlコl曹が必之dzuii
れ制州フ f.=c戸刈l-r必nう{州人乗りで¥，k型であるのじ比べτ、すlてけ

人も東北Eたものがら、鍍主ご隈官三人邑わ乗..trrニ大型の7氏、♂トであって、致命権Eピして用いら

れτいf::.~試し親紛のマヌトボ遊中に枝捨てられ、推進する手段1}，\ぽくなっ f:: 場合 1:: ば.そ

のポ ート問 L トト刊さ漕いで酬を努紛した tIIう記録けっている均必匂 W

L陵情経費s， tす救命艇として同1Iられ‘~~慌の場合 1= 1すマストザ~Jfl ~ 一緒 lご頼。トしさえきれた

zうである。支アラビア人|ごは売却すあため lご、 11、ざかポト互運んで干すく検わ Lもめフた

よの 11、さなボート|浦河船?て工 n\作る小、宮~tópιゅ&の附(由紀一せ1己中頃〉

につf- マンからヱーメンヘ勝出し T:: 明~え尤t? (地苛約金杉の叢l¥綾合しf=#'ート〉の
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L H J η ' 認 し 門 川 市 4 J 判 ペ リ 『 υ e Q U h J h u N M 司 副 引 か 。 前 一 也

{ 静 〉
一 半 ま s h な ・ 4 y p H i n p t 令 ト U A R ? ゑ ‘ p w h p p 来 、 J } ‘

P 3 i t u y ト 5 5 ミ ネ N ‘ 二 ) ・ 込 ・ て ミ y k u 旬 、 持 哉 、 i k h 仲 人 ヘ ト " 令 語 、

ミ qu・ - A - 宇 E 3 、 ふ E h b P E A R ? 品 位 ? 主 や へ ゐ に も 丸 事 内 降 、 訟 を も ・ 、

一 喝 さ ぎ 主 色 、 た E 詩 人 、 M S r y で 詩 3 も う え ' 寸 相 p f M M γ 匂 ¥

ぬ ・ 明 t - h o 件 、 吋 V L S 泊 - N p p b t ? ? 式 切 内 向 子 、 h E E L - 、 対 立 旧 、 子 、 .

p 弘 司 ミ ‘ 之 さ - g t J T L 、 一 喝 一 ご し h h ・ ま を z h p J F P や 3 3 3 子 、

s p ? と h や £ t t r F 手 、 i ! ? h p 之 さ 、 セ b o 詳 3 ト i A 刊 日 各

会 i s h R t A W 品 、 ? 辻 、 人 、 : ~ ‘ 国 ( F九 o t え ゲ 、 一 喝 さ 山 宮 入 色 主 色 味 、

' Vゃ t h C λ ! ? f i s p s も に ど d h 礼 内 向 a E N T へ や i ; 、 一 句 - S 、 2 g 持 5 3

持 3 丈 h E F K 、 ， 、 、 R 5 4 哉 、 A 3 益 、 怠 ・ ♂

h p 卒 、 ? J 噛 ‘ N F 子 下 士 礼 ふ て h i恥 1 A : c n え b N i よ へ b k y F 3 h v v

v t す ? 、 ご も リ ? ? ? ト ー か E A F 「 、 母 、 、 . h ミ や 和 夫 司 、 智 弘 : A K

b や か 5 4 弘 、 - p t 伊 予 い 』 ? E L V ‘ え - r z r h H p t T 台 、 、 及 、 実

更 - h 吟 恥 件 、 U 注 入 ミ ミ x b A 7 4 h - P V 吐 h l へ£ b p 一 3 3 、 P 2 ・

ω 4 F h e y p d t t h J 3 、 h h t i L 、 、 s tえ c ・ 3 1 r g h k 、

1 ・ F 3 u q A F 合 E 、 で ご F Y b 句 、 ミ モ h 、 私 ご h a F 丸 、 必 f A w

h r E h h z i i : 信 弘 b k 約 忠 作 足 、 、 - F 3 号 令 h h A E N凡 F ・ p - a n ・

ミ 己 主 台 、 さ 句 : F X E J 一 さ ら と

:己 - b L T 主 将 L t s N N R モ L む さ ら £ 、 v i i E も ? と

h h n p y 、 3 ご、 τ 平 岡 、 V 3 w 一 句 h h ミ x， p p 、 ム i p ム 札 也 、 怠 ・ 同 - n N c - 一 喝 t H O N

E 〈 H h 足 、 己 主 ; 、 。 、 f p え 宮 i す 主 、 守 、 ・ 3 4

一 ε ・ ヱ - Y 3 ~ t h ト よ か h F Y J 、 札 h h t F 、 ; h p p h 事 A A - b L 旬 匂 口 、 吾 、 p

y t k F 込 え 品 川 A h b s k f K M K h - i J ・ 合 唱 3 ・ 7 ご

仇 ( P 5 bぃ p p n p y L ミ ト 、 斗 R h d J R ? b i 、 民 宅 七 F T } 人

F 仁 b j h p N t ト も だ へ ? " 、 き f 一 三 H ) h 』 ・ ド s h守 九 時 f aヲ w z k ド F

裂 が r : 3 5 b h - h 3 1 b 、 え 、 同 - E M - - S F Z L h v h t ? 、 苦 ‘

一 ? 一 子 訳 、 h q u 可 主 人 主 b t 、 T b s p s ¥ i 、 主 - f n h ・ 一 三 内 ζ t L I 一 宮

、 1 f 戸 山 号 、 p p t y 主 、 3 ・ 句 吋 1 句 句 、 5 0 1 2 h - Y ρ b に ト p t c 点 、 ミ ? 、 妥 行

注 。 ー 下 L d p 、 苦 可 ロ ー さ ト ? ' V S F 入 、 ミ へ 司 ・ ヲ 一 回 一 - E M F I E F A H

T 五 E 3 弘 、 言 ぃ ， L と 炉 ト ゎ E t L N r ? ? ? N V - F T h w F 持 む - F L g y

F ト P 1 ~ h F 2 3 、 手 も 向 、 ロ ロ 、 方 - u ω M T ? J m ? h t t ト t i p -

5 1 美 、 p t R 3 4 1 r R Z E A m v b k 支 え ? F k t F 3 M ∞ 〉 、 : - 吋 h

可 - P 3 1 、 T S E A ミ 5 R 字 、 心 ? p y p ν 3 2討 を 也 事

V ・ P - ? ? ? 九 時 ぺ 子 、 w d s
ト パ わ ゆ h V 5 i 旬 、 え さ 一 、 V U 玄・

『 吋 ‘ 津 』 立 内 e k k f H m - 子 h U ( 一 中 出 喝 ・ キ 〉 、 宅 、 ミ ア - 切 、 1 入 、 対 立 、 、 ず ら h L P 、 竹 令 R t h
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(rU-n仇I 1'132)， P. 2; u..~，勺叫伽むかd 出4.~吋 tl.ht.t!L "ァ心

--I .e.t乙ーす似ヴ努しおμω~f2Mt. dJ-.d..ι ぷよ札ι Afl...-Cι中da.3-')~ 究開ぬ~

仇-<AAkも .y..e{ n.xrr.( 194 /.リ， PT. 54・ω.J .14unde . Wa:tT-λ 九AUnAJ-μ d:仏ナニω

叫ふ今ゐ必必印L (ωムバ'伊，1 9+6 ). P. 235 

8. Arrz1ぉ~ω， P.lo 1; J..<<仰もe~ C..A批判， p..20 (九弁~少-丸一りいd. 1)

P以ゅι4/PP.ち27;p-ι匂 I N.H)..$..k..:2I.cl.34. 

9. J.ム「介~I陀70-;1; 舟1..M..μP~， ~.I/P.fll.;~ω凶4}P.53.;伽必C物

ムれ&ノcdor!押.it.m:，P，67_¥4引がe，--tk.VI.μ 均 413-14 μ 切 tdf!..WdvL 

Tλ~拠M:t.. p.236 

10 ・以ザ~..ふ後~ケ.(." P.21; P叫相似o."pω~ Wa.--'!AI， .tk..1 .c.4.19; "i:Lk-Y.. A4.i 

-8JACJ.ι4'scLμωω仲て斗叫がぬザ此純4ムιら レ (1f?92).P.437;ゐ以ω 必 Il.，

d.i.t1~レ(心叫帆 .1 ¥l-H)， c.l. 53. P. 125. 

11. 仇~pd.ぷ..f.l.Â，九 2 伽~. R..o.""品-<1-'ふ，uR...dc.μ'%.;ßU-税制~t1 J PP.6~ t<.杭.L182. 

12. 'ttムM.4，弘吋，y--et.1， 1". 365". "均:注ε炉炉必b叫吋与み仇叩.t.R.μμμ創μA

ム~(μ戸?ヂん皐~， 1問附g8附s釘5凡工4“Aι.N. ，c1... 3封4.J.介ルιω，J1品川必~-ó，.(Jk釧ザ句作
(-1..ゎ叫骨t-， I?23) ， P.137. 税~tVYtfÁ. pp. 19)-92. 

13. ム十~I陣70-71; .J...n-B協符A“〈斗中恥や科4ぬ心，

d地t s"併はζ也ιザdι必peιをι， 3~eÁ. (ú♂tUA〆， f813) ，~.1[. P.Iに

吟.仇杭.d2tV>tJ. ) r(弛必中.，1-dL. A...JUt.tベムムん~ A.D.1500'~ P.188. 

15・Jt.ι十4匂..-t.，P-70， ~&V μd.Wl.; WnJþ〆仰4ザ .1hi..ムレゾ~， I ..a;u{.) P.22. 

ノム炉tぷ1cdマ，戸 DCP. 67・ Aムーμ〆，.1.ゆ〆ω~
芝.，.Al.J..，s.ふ ，ed.dt'h叫ム/'"lp.."μ<<'d亨:也.:bt.・tVn."-ム:bt..-rrd.:r. T. ~ω'4. ，♂ 

~九μ4 1M'-アア"fむ;おjO-μi白 A~ d f!.eJd J.>e;z.μ -nA J..cv，.""， J:/タ'l.k et 
tιeL:m.ι(t，μ ム IHS)，PP.同0....41;税制ゑム;仇机ヤ，~ J[， P.III. PLd-C柳川

PμM-D.札νw，U.1仁，巳 19'. 

1“6. J介4批乞ぽ必心晶~杭判屯叫ωA
U μ卸 ν U-dムγ〆t...r，向丘予 2官叫"--.$引，UJ.4何4，V"吋曹8f..亙E疋x::.J P.肝76ι; γ臥仇d伽 ιι，乙九ψ叫

μμヴぞJ蛇~ I J.a.seノVi.UJI v"8-f .-mu..) p. 15 2 . . BMr九g.Pp. 33，94，141，165， 

17 ・ b城ωw切れム炉ι，臼~，ば .N ， P.67. 臼 e し， α郎副，$.ぷιγ

uゆ'"(.&，~ 1')30)， 

，g.アラピ7語の M 炉みと tM1-d-机ばぺ川 7繕のふM戸 川 崎 つ tちのであるどいわ

れているボ、判汁告の M 併μ 4- 7J、ら来とめれもレれない。

匂机山~ ， γ~ -d京ベ .W. .E之傍ε ム非常~.， v-&f. lI!.， P. 294. Va.d均叫J

?152. ~， P.&7. 

19. B..uが守， f'p. 44) 61， 6久86，167， 191. Pε/14ム.()， P.3b. V泌~， Pf'. 2~-29: 
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E マストど栴L

flT婁制面半都ではマスト厄遺帯μが京はμ~d 芝隊ばれているボ、字惑通リ!ご云

之ば「掠将の幹」というこどをある。ニオU1アラ巴ア海岸一体のマストの材料ボ.fij"e'あった

1)\玄示している。京し中世ロなるど、マスト wココ都手事r~ 、ぞれに怒わくはチーク析でも

tF~れ τ いた。帆貯も同じ材料であっE ニヱ Iす当然ぎえら才Lる。マ lレコ・ïIマロ ~E ンチゴ lレ

ピ1が更Tニ紛I宮、マスト!す安一本控けtあり、ア "Je.YIJ)着ii!S容もマストをき話事te表現して

いる.最rL時々 ιi-:cletfaPa.R-dk ( 寮丈 o マズト〉といった吉~ボ使われていでも

則 lこ JJ、さ亨マスト nてあるこ~~蓄外|さ示し τ いる嘗~~更ることもある。マストは現代のア

ヲe:ア向富乙岡林ピ、替の絡も衛体必要さに沈倒して非常t::~1J\フ f:: t=追いないのう"f-J:、'/レ少ポ

50 d..iん瓦~(~此以d-ä" μtUI 18， 2~ ム~)、 <<p ち 76 吹のマスト I-=- 阿する記

事芝奮いているのを車ても‘その事費n!:知るごヒ .t1'¥1:I:t乗る。 S主2{)，

釈(~電f/Ø~コtぺ9-~') tすココ得手の寛之文 I古綾摘の木勿..~繍んで作る 1J\ .阪本換

を作った。マ lレコ・，-tロ~モンチコ lレピノ同.一本の1Ifl~うものしか兎ていなP\ つ T:: .ヲヌ“轟〆

少は、腕のご ~X 和殺事作延べている.マ文一予イ除帆を af-炉R-ã. ~ aP-~勺~ (丈き

i.r WD ~奮い τ、言外 t= JI、さr.r帆のーあるごと芝笛示している。然しこの芭案w、悪ら.(.a: <: 
1I、さマヨ島備の帆のこ~~意味している I~ ~章ぎないわのと惑われ a. I 9智紀ピコロンヌ'.

Cβι伊凡-8-術事Eはアラeγの奴隷舶の机lごついて、

「天候ボ恵〈 τ も繍明!t;o可t:I:t*Jd:"い装置になっでいた。~し i友洋貿易船 t;Tすべて帆桁ヱ本、

帆::::*11.~持っている.ーっ!亨吃r.:~ベ?とように大き守もの z 、費!萄之天候の度い騰に現 U~

Ð うーっ fす 11、さいもので、夜包.l7\夫候の"い&tt::問 tlf::J~Æべている o i:主.2.1

7ラ巴ア人供用 II1三代表自?な帆Iす大三角帆であリ、事実」こその帆!す現在t-も過去でも.Ir

辱ボモロッコ印!lへ、~ル:;， Y;曹がらモサ・〉ピクへ?をくの巳惰 tlT:自在ーの1ftであて:>1三.大三

禽帆乞いうの!ま三角形の後帆で、非常t::ljくよ方除売っている a 即A.:半マ|京帆め術首輔の it

z筒聞き(格差声L上ヘヤるごと〉で帆走するため 1:勿折している.この形!す積靴れわ綾1胤へ

の逮化過程Z 町段階に分けた場合、その町段階のl!Tの芳三昏自のもの~奪え b れる.そ=で

この進化i1!穫を更に詳しく爾κ、その中でアラビア人がて菓1-1:::役郡玄旋Bijするの11¥・、この操

、本当に通切な処置でめ a'i.;，雪之 b れる.併 L 二、でも、~科書可不定分 7まとめヒ‘ア史的に

合理的な検討を最盛|ご加えるこど1)'\'出来すいので‘震も~当主n主化jfJ lì ~推測!こよって角理

Lて、その続穏を isべること 1:し1:.

( I )吉村の勉O/;t~航fましていたエグ予ト、フェエギア、ギリ乙ア‘それにローマ勿外洋

樹!二件、移、帆が一般に用い bれていた.ギリシ γ・ローマ侍.f'e仁なる之、集積11¥り ，nil芝

受|すでも航行出来むように、 -11、さな傾斜1..1三鍋稽μ在舟~ のよじ斜なq<<~際々取付け

ていた・=オtI才仲々刻果のある工夫であっとボ、帆 tt依~どして積!帆きめった。これど再

じ帆抗、 ffl度で i苫/~ラワ王朝 Pa.fio-ヤ元(ササン壬 ?R ど同跨代 3 の貨時事と街紀奇7七位紀の

アシアンタ~の術(ポンぺイの北東ア主アンタ仁ある7周知細川れれい

る。大三角駅前fTl度で党生したものでないどいう af接は、現今の内陸氷歳、即ち外商の影

智を殉んど受けていないような僻透杷方仁、ぞれが・鬼当ら TJ"lI7J¥ i? aR 011¥である o 北ヨー
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口γJfで・も中世後期迄.機釈しn¥知bれていな8¥った。

積IIIU古大型船ど航、司o骨で，t<t 't'定するエいう利貞1)'(，・あフて、最近の IIRjf¥;用¥1 iQれるよう

になる泣!す、ヨーロッパ書官官あっても広予岡U0ねて II1::登であっ E。併し苅~抗、荻い

7l<!lでt巧み位事態il=する Eこ川、上手廻し之がで航宥する巴I宮、風の莫向 LIr: wi笥芝向けて布

崎きで帆走できる1Ie.帆の方瓜有利さあった。ぞれ枚に、相当官く n¥ら積帆を後釈に政ゅよ

‘う記するKみが兎られたのをある。 2主22

(立〉その最も簡単主r1i~量ば、横帆芝Ijl'官ピ平ff"亡して、帆の前摘を下に傾け忍こ三であっ

?と。こうする~斜府間4質問になった。こ 1J k うな帆 0'\'少く乞吃1 il1~前歌t!:犯の問、ナイ lレ

河で用いをコれてい f:::~うで、ごの淘で w 化がわの草~医1I::陶って河を下り、紅毛Tす() t:'醸

して・時ヒこの方言去が・役立っていた.この方迭はズタ〉のナ少げ1レ・ラタ氾ザずμー&手

ヒも吸っている。・文インド末シアでわ見るこ~ 1iて出来る。二の最も古いもめぽ‘ジァワ!r

の:nt:ロ・ヲ予ゥ lレ ~-l3tιdιんにある簿肉W è'lf.いたものであって、~i?くこれは

101.!'$l.吸が~のものヒ恵われる.最近迄被って u たジ 7 ワ島のう耳目ア PλA孔も、同 U よう

な警官ではあるボ、その帆tt丈よリも爾の方ガペ広執ったようe:める o ジァワ重量(J)伝統的な給

体の型t::布、古代ヱ377ゐトの影響吠認め bれτいるのであるか旬、帆も工ジ pト.0'らs4f

っ τ きたものぜt. ~Î倉玄出したくなる。 ~a この二つの勉方の間 /:::1古文さな'"リポあり、

、どの時代芝~って恵て司J ぞの形 ~tす全く軍当らない。インド%シアヒ車買っているこの帆U奇

書留は、合じ『左中国の~'・ 7 ジクの型.酌t1工ジヨト舶の笹!(J) 中間的な宅)lの~~.めÌ? ~v.r ¥1こど

もない.

( 3)これから相の前静玄関Eがえ、賃都望書長くしτ、えjつ芝買を多く受け手ょう仁するのはι

当然な進歩過程であるれ点、印度洋の面竿苦Fで昆o~l .る、制t患の大三亀帆の聖乏生以・し

色腰型である~恵われる。この楓の型ボ葺初に何偲!ご常生し‘何処れら取入才t 'f.::の n\ 、質

料11\ないので会〈不明である.エジ予 k ピ fj1疫がこの帆の紹イI"~でないご芝 fま.雨国の E

t~な 710民ヒ首の聖1.1'\その.ヒ事実っているのを毘てわ確れであ-ë 0 ~する 2こ大三簡帆除、ご

の箭国以外の勉磁力\ら〉、って来!三ものt'.買なけ ~t ttな bなl¥・文ナイ|レ苅野で一穂骨、

高\1術省、ぞれに既 \1 街尾材一-x 備えたアラ日ア型の tl ボ・ 3事んでいる二~を聡懇する飢

も知れ司n，ボ、古代工ジコ再ト"r-tぎこんな勝徴d究会く軍当 bす、船体i古文 1.ーン聖aもの

であった.結23

印事t~ 工 ;.-..-;λ ト玄徐え之・地中海、印度予干の街半分、それに太平洋の三地銭ボ三角帆の住・

みの..の候補買!!.)::.して挟さ才1る.太平洋林容くさて壷 II・r、この大三角材t1K‘施中海盟、b印a
洋へ広百てって待つ?と~更'3の択、軍をもそ送11\、重~ ¥ I t1肉建いであるのが、~う君、玄宿す~;t

なけれ 1ずな b ない e この大三角釈の型1l'í地中道では.現在全く努っ τ いない~ ¥1 :う孝喫eけ

では碕の証明仁もならない.大三角帆がそこに柏'fリ、その~-曙結集の奮い三角帆の型 1::

1E側されtのe:t古なれろう爪 Xいうこ'l.1if、車〈頭にヲ草人で*:o筈である d l::ろポこの1注

調乞 11&守tI::、犬三由帆ボfP震洋胃1り地1f海へ1ZI"l.て君事1'=勺芝殺柾するコ、三の理由れある

。施中海仁大三角帆ボあコ t こ~i.禾す最も古 u 飯事~\古、九世紀後期のキリラア・巳 ijo ンチ

シの写本に毘I?才1る丈三角恨の絵である.古代では前述めよラに、ごめ海で!τ積flit::.'けし fJ¥
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宥mったのをある。従って犬三角帆は.7ヲぜ7人の進出に待つ τ施中海八伝わって特つtと

のr=工場文られる o fI1Of苦手?:除、 9t世紀‘ 10世tatJ.のアヲピアの支Itに、舶の帆定患〈ホ b

f.τ. 3> 1語裁は肢の剤噴きヒ脅えτ ぃ 3 ことボ時'{~うる.この比-'U<J表現句、機恨の型 t り

もeろ奇い女三穐市民芝息わぜる。こ楓 sリ古い征根付金!tJl当i:，'cr ¥1ポ、ケ<'.!:も 7ラピ7

人の向で'1τ何s1: も積飢乏高官った形跡訳本い~いう之~J::け f古猪な#で~~る.アヲピ 7 人ポ'

大三角帆玄地中海にも1::i?>し t=~考えるもうーつの理由席、イ 9 リ 1ft の m吋才樹ta. (徴収}

、ぞれふら粧したフヲバ絡の似Ål.a.ift乙(紬の幌〉、時の吋~，側〉刷会

加抑制抑制批時径のねふ必.ce x 枕するアラビア鱈の勿今~ 1J\~ 引い

て、申世t俊期のイグリア衡に車i?>.tll三〈大三角帆を平時つE舶の〉徐容量f宮、大脅の角1b'x.つ

た めの制約マ脚で切っ tの押崎宏意味刊アラ巴ア絶の吋机帥おリ市刊

のt=::t: ¥.1わ れ tゆ・仇今ゐt. 1/¥ ~加勿..tthZ..e..飛来性してれことは、宮崎掌街に宕つ

事定.-ftあり得るニピである.尚一吉附け加えると、イタリア飴の従匂r"侭A..百¥"事項守乏軍事者

す~ヲJテン犯の勿~置、t;，;般住して来たものである~もいわれている.

7ヲピ?人前大三間報Z曲目中海l之も'f-~Ù 1との台・l!.すれば、勢~~をt/に!古ヨーロッ I~ の精疲

文化仁村し τ、7ラピア人が貫軟した もめのーっ r=:~ 見るこピボ出来る.どいうの付、君 L

3て;::角帆11'¥1j1J¥つT:::T.r ib /t、三本マストRIìのヨーロツ I~型俊机1すきえ!?> ~t '1'君、ヮTこであろう

も.文文援事食事R患の大洋航海宅J 加、ったので・!すな \1 1I\~蕗われる.クロー ~.tfa~例41すこ
¥ 

めこE乙について、ー

「一一~\:;郁刻1r ( ~ヒ静ヨー.ロッ Jf コで'1才一本信けの積帆が b 、大三角 I胤の後帆芝犠え1::抱

岳町制拭の三家マスト積への童文な変化 lJ'i.'、 15世紀中の短い期間肉はく兎ずしていわ

ヤ， 400与代I: t古 1t;節の前防毒ら阪毘1三‘けに車買っていて、遂に前j って造手まする三 ~t古出来

守D¥7Jとし一-~~艶 L τそのような努力もしな飢つ f::..一-~るに I 50 O!i李代になる賞。ヒ

-拘白書て蔓 II 大洋航海~1'Jう二三 rri可青色にJなっていとので、コロンヌ・文のアメリ力発車、予イ

アÃ (J)希~孝への照宮T 、更には?..，ズコ'タ・，ガマによる EJ11l 貿易惜の周司白書Y符われとので・

'j}.Do ...l 

r これには中菌語、 b 湾』こ紘海爾の羅針量産成、伝えられる~lIったような‘その他の料理rの定

都もその航海'i.可絶11''"しめるのr-~って万ポあっ i:: 11¥、殊にマヌトや釈の大きなiU号車歩

習もながっ1.:なら tf 、大探検家電もその手業を建践するこ之官習をしてat~TPJ\ つ E であろうと

麗ペτいる。 健全4.

飴宵1度理のアヲピ 7人及(j1'{ ，レラア人が太平洋君、ち大三禽q机Z署長入れたの君、、東t本そのti!.

却下、第f京大三角帆11¥嗣喝霊長で別ペヒ発生したの 11¥どう君、乞tIう向直前費っている.現在太平

芹古格濯々な型の大三街帆ボ寛~-tl.a 1J¥" .この肌t古マぜランボ， 52 1 ~Iコヲドロン群島へ

饗1三時にも用い bれていた.これbの帆Iすこの地E担問宥のものであって、 iffTt.iの7ヲI:Y人

JJ. び・他の民首長ヘ~Mまフたの信之も零えられている。l.しその推測がi事実であるとする芝、

薫 ff1度路島 i本太平洋之ffT度洋之のt.þ肉にあるので、大三角rJflボ~められる曹を~る・どごろ

が習慣w度綴島ヒ fす笑の形跡前会く見当.，'.r IIので、その仮龍玄育費きするの1す不可能1erょう仁

~われる。何ねたむても資料約貧弱なので、この=つの挺三脅 f恨の地飯間の向~.2tJE じく鞠l
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衡するこ之 1J~'出来ないピいうのボ実釈であ lJ .駐 25

(4-)大三禽帆予告遣の最終段階階、市RのIiiltr> 1Jて巌下 jlp'を安リ、色合な三向lftR1'2 rJ"るこ kこであ

る。二の進歩|す、賞受初地中海で行かれTコ。二月二 2こ:.:-穴三魯 1m.-g f泊いた己中ンテシ最初T時期

の絵で・烹ゐこと7J¥出来る 1J''i、地中海でその IJRR ~史庚[， T::のポアヲビア人さ白あるが、ギりるア

人であるれを刷ること 11，'出来fよLI0 %1.-")1ヲビア人n'i印度洋き古l¥聖の1JlfI.2.宋ピに利岡しで

いる事実1]¥'?推定する弘、この謂nい帆t1アラビア人でない民族、y!1ちギリるア人1]'¥害をした

わめ官乞いうべきで f古Tdnlろう則。何寸11'2してもごめ女三角帆は、中世末期r-t京地ヨ一口、y

rt氷主主1::紹介され、~コで片更に進歩しで令種の縦帆察軍ヒ利用されるにいたつ f:: 0 

富士

20 . A仏ー戸戸 I P P・130-31; 1Jtr:uf.，ιι 知山手， v-o-e. 1) p.:3 4-4 ; 

いd・11，P.~ワ ;μT匂， PP. 43~H. %7， P.-μ子tda.l-~λ ・
後~7>~伽t.ti.税制必必4机ふ冗..".， h 乙 μ';f. A・必品怠屯，1DMa叫 β花.e.

S品#叫M乙(~ん， 1 'It .3)， PJ>.4-2-44. 

2.1・Aム -μ〆)P p. 130-31 > .LItn.-介ねアノ p.69.仇d../l..Cd-A必am.d.

仇47iZる句似ム叫~，~.臼主ケ . Va必d仰t.A.， P. IS3. ~抗手， P.呈3，仇ぷ五4..i，

?t-Wtヤ， ~. 1 I P.234-. P.H. c".e仇j.，.sb 吋叫おμずム域内ん.a"，し

(t..はM レ{ぷ計叫抑t.J 1 ~'T 3 )， P. 3 ?..μ~ I 11 A JtA..i-..r.e.A.-c.句~J " 1>. J/. 

22 . R..C・A?t.tlω .(T}'/， ，地sμμ71-:Uヂ f心叫仇，192ι); G-..s・L偽 ω 0()， 

Sムιマ-SL抑 fん-n.T九 1932)，伽4 古&t.s-与す ~.St4d (心~W36);

H・"11.んマdLJ 17t..ad turtd ，s.μe t;バーヂR..~ Aムル(.J:.o-.t.tMrn....， ， <; 06 ) ; 

E.K.ぬ泊~ノ字o-t.e a--n.d 伊 ωpμdlriω ，S~γ(ムーJ…， 1 '127);

A.κゐ:[T'l...， 4，必花.t..s~品向M'l.. ( B...e..'L1..ム， 1923)ω..rJ. .s~札止ωL

供“ιch:.ι 必(J~為札 .s-u!..ωωt.>t(ム伊ヂゑ I 1934 )・ 'W，成山花

ω…ザJ仰必ωもrJ~ι(心叫札 18 1/ 5)， pR.I，向・ 3&.

23. ct抑制， S~ 9/ $d) 1>.87・ 3 ・ P匂~J ム ~dVJ J.侭 t1Md

.4..u 1U1A九JUlJ4 (?a...t山， 194-6)， ci. 5. R..・4・h 凶4t.--，~ D-l-制州D/&.必M し

Aλ4ム:..a..， I>P.ト 10.

24-. aJlφd持Of.I.1!...ゐVX<;Tη必， ~ι'3.tfUι . 7UJ-. 5JO，ρf.rJ， 3伽ta.."367 V.j 

H ‘ H. lVwM..cæeず t("ム吻 Pムゐ叫ザム~.s.μfhJ， リ九免μみω

ゑ~， m.j[(1926ちPP.9-22; 

A寸争以之'l.， AU!-.3.; 'JJt..tl-aι ゐ叫ぶrf.I V'-1Jl. 1， P. 234; ~制令 PP.14-1尽

1 0 1. ('ß，kW-ω'， ~μLng. ぷ乙μノ P.53.

25'. H.H. 8λ"，/n.J..勾ノ叩.u."加.U0-eC.r~-é.~在。九円 l2-ifI-μめしう

ムむうち'2.a/l.んκ乙M タ以九九ペチ乞 ( 1932..ケ〉
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1 I I 航 海 衡 ど 海 」二庄治

統?奇術 1:::1本~~需じ専問的なことボ3>\)ので・、二、ではその尋問的なこどを出来る怠け避け

て、経〈一般釣な二 kこだけを京放うニ之ヒし t。太古時代の術家リは、語字め見えなくな:Qs

wをきいと!ItQこどは決レてし々爪った。この際代で材、民i二二、さの襲く W0れて IIる聖玄

基!tヒして、』むの ~Uき宮決め匂わてい?と x うである。然し氷洋芝筆痔積新すz ヒ!才、安女学

の知~71て穏当じs1;零であった。プェヱキア人材Jてとロンの宍女掌!コ存-rè~険金ポあった。ニ

の突文毛主主苧リ予ア人はアレキサンドリ 7で、訴しい7K準に迄驚展さ ~τ航海に刻 lflτ~.):'

うじなつ止。古代のアラ1::7人t.:関しては、コーランt.:

「酷き揮ë.~海にて . ;t1i\~卜Êf"J芝導く重左足め給うたは滞マ9 、玖草子ものに明るさ人に BI'I

\IJl\、なる印を~け T= リ」ヒ記してあって、コーラ〉降fÇ!::アラt::ì1人ポ蔓乏包印どし、選集1::

利用レていたこ~ lJ~'7tっているだけで:ある.ごれを続む之、沙換も郊と岡本ヒ道のないご X

f::気付く曹 2・ある。アヲぜ 7人!o恐oく蹄殺の背を‘地主ニヒ二れと去って宮線ヒす bわの71'¥'

なれフ T:::ので・、症の印/:!益事震を求めるこ之笠岡ったのであろう.コーラン怜苅王、すべての人

1J(書物持勿治、宮さをも畿むこミ乙J1'\~釆!とのでばないこ乏を痢"c.7F;じている.前7 ちそヰ'\.1: t宮

崎ittf¥'~"であったのをある.然し=の知厳0，・~・の程震の喝のをあっ ~11\ 除、今の処でtïT1tt

り介っていない。 食2.6.

アッ J，ス朝日年代、獄中カリフ、マームーシ a1!-仇aL，みじく濁紀宮13-33~在〉め梼に、

科理事前F志望t文学術急速位進歩し T:::.8世紀仁 rcr々 11.，る 7人及'[.t.fJ111人の$ilXγラピV絡 l三

鶴択レているJJr、q世紀t::tす予トレミイ p クロー予ィ V又P為か作ダc.e仇d ム却の策した

Aふザ.e.a .& 1:nt: 4f!! o rリシアの毒物も献して いる。シアン予ィ. ~7 完ー I/I~

S-l.ぷfl-all..J パクタツド、チマスクス及tJ."実継の処ヒヲで文告を自主け 1三リ、~リシアの寺本!こ

なりつてアγ1¥"7..-，"の蚤初期.17¥!?Jアストロラ叫べ:(古代め.測候〉も作つ之\.I ~o ヌ 830

詳よ IJ 以筒にアートイ芦〉・イーサ (A~ 必va〉ん防突実写の検支を奮いている 1J~' 、

ぞれ以後殺世紀ヒ亘って程事実な臓提の支持者、ハワ IJ'f.:ミrd-μω'fJ./U才似;I Jt'ツタ

ーニ eR-ß~" ビー}しつ dーがd叫ん，ハイヤーッ a.i-K1-ザ戸。和制相

続いて出との守、天文ザfま完全仁:古代ギリシア人宮家ぐにいたった.

アヲぜア人の麗陶周ヒ I求、中富人~\除く他のすべての民族のものと関 U く、 32の農M"方

(Jr.1J'(・7Jる.この.i針方位宇蓄に官官主る d、15の.m甚のよ芽、道入i之国んτ・右付けbれて U1::

。ぞ刊にはれのぺ}レシア風岬宅、似即応:ta.J!一戸λy 相d:ia..'aP-ム必￡ノ~~
~(羅針方位)ã蒐出す伏、亡才lt苫アラ E ア人司て~Iレシアの風向留 11\ ~聖書ん官もの

ヒ違いない o~ [.， 笑 f也め大宮lHt!芯アヲ巴ア絡であるが、黄 ø 場合に ft 告\\11'ラぜア街 !TJ5ó'E

々}レシア名問えたちのもあっと。例制、極はそれ1J~・~M.芯ø- 0.1-戸 λとなる以前肢

~九a与l であった。鮮度↑宮、 1に陽裁は1ヒ寝室の奇さ l:: $って決定され、でのあざ符

指を測るl::いう孫格的7J'方迭でi突のそコれていた。当時)lヌトロヲーぺ¥7、，qfliの積犠れのたの

仁室直線!.IE?tr1こぎのおニヒボ困懲どっとので、港で使うことは恐 bく確か L抗った Eこ恵わ

れる。索、 L睦上で付韓爪に使用されていたm夕、あbゆる奉浸o¥'静命MIの務度以‘航海精華事警

Eまf古λtt-l押1..7un-Ld二記欲すれていたに遣いないヒ恵われる。位 '-7.
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花Aλ明'La"九心 にt古、天女表、緯実 iニ関するこ Xのずト亡、隠し海岸、暗礁等、実際的ヒ縮

長州知っていなけitばなbなtI事実に珂すゐ凡ての同鍬n¥se載されていた e このもえ非ma-似:

の二 Eこについて、泊めて再審れている0>1才、 10世紀末仁マク予・ィ乙 a.f-免ιrp1ム.i-"(き あって

ru.t;t-Ko妻、 iK定案内人、・一代望商人、それに商人一一このような}簡の人々の神

間口入った o彼等ぽ海を笠オ1.，海で育っとので、、この海、その枝縄地、尻、:z11に島々に問

、して壷も ft~警で、最も完全な加護者芝得っていた o 私 T古位置、白黙の特色及 V;'その 1意思ヒつれ

て、彼等芝質問7まめr-レた..~有tt~ 、彼等fl"・事きかす荷究し、叉絶対的r-信表 L て従っている

航海制審(白μム〉玄得っていゐの芝如っている.J't.ncLている。文マタ芦ィシ

d司似μ叫休刊 C ぶ~)のこ三 1= ついても書いている。 15 世紀末 Rなると、ァ

ーマ v ド・ィ:再〉・マージドメI l.，mルti~- 仇伊~4.，古有危マ術喪ムハムマド・イア〉・

乙ァード・ハーン勿'I.，.~椛A7IA-I1 ..iゐf.，.-$~A/..J) サハ jレ・イアジ・ア J~' ーン，saiJ! ぷr

j可.s-ゐ1-， 友ぴライス・イアシ・カハヲーン。ζ匂d~ル-1úJ.Lι"，-，11\犠集 L た古い

花 d 柑1.. :a-叫.iの3E歓立書留 (J)て IIる。=のマージ・ドJJql~可した./Z.~柑占侃i 除、サハ lレ・イ

ヲシ・ア I~ ーシの孫1Jt.蓄 u た λa必相...fVJ7.んでめって、当時t リ 5~O 与以前に、 lPちマ木メ

ヅト紀完 3I 5与(面紀927/92'8!i干〉より以後c出来世こわので・i.}る。ごの本には、三人

のライ才叫~(ο戸〉という右目じって E山〉、即ち鮒廷の哨州委を 9

t自の後期のよと bてLIる。この古いえ4-l押必山ヒ関して、マージド怜

「只事実z繍集したものヒ池ざ汚いものであフて、形式約にIす粗末なものでめる主二I:!、そ

の基碇になっている経襲もぺlレ予ア芳の範商を砲んどlIlて1ITdご1I.J ~こ泌到している。又有術

妄d':リ少し後の有名高r~業涯の亡とヒついて、そのーj\tt 確 1:: マホメツト花元4- 0 0皇子頃、

JlTIち面粍， 0 10 年慢の人芝、あると記 bているぶ、更に二の人々 1=ffIJで、

「彼等の主主F知献は、大体「風下...1(即ちセイロン o東方 )p¥ ia中国の ?ti岸!:t ¥ i:: 1，)問の

湾岸反ぴその範囲内のことについて延べてい 1こ..!f.しそこに託較さ:れている浩とか町は、を

の筏なく主Fってし寺って IIる:0¥、その右祢刀可愛っているがして LI~ 0 'J::" 7J、bその3をどれ、Jtr

の知償問、;我々の闘争代には全員長伎に立 Tこないのであつで、このこ ~t京本仁示してある佃く、

殺ぺの知徹、経理量、発鬼君、ちいって..なご 2こである J之奮いている e即ちマージ I，q宇宙 tl指

尊嘗を非費量するど~に、彼の望号し正荷主宇警の綾れている二之を強調している。このマージド

の指単署l苫 ιはa o..R-"r.むが五必勤1ち々恩恵の署ク之名付けられ、彼の父及'(j.・祖ズの菊作

玄基辰之し、彼自身@船長としての妄与の程表によフて政訂したものであって術来リ t~フ
てI事費際的に非常;t::貴重な毒物守あったーその本の価値についてフェヲ〉ト“字るゐI!sA1.d'l本‘

7-Yドの寺に本つ 7こ紅海@昆iittl'、存度の修正IoZリ之レて帆舶の「精尊寄」ヒして除、ヨ

ーロッ/，"にあった他の制何なる本 1::毛)~v L;お~r，.いものであった、't.mr-定している。註 28 ・

中国でぽ古代官、 b様併のこ 2こは知 bれていた・ 2京L広東、スマトラ、印8t聞の貿易lこまE寺

して ll1とアヲどア紛で溌針互用いていた之't.1l~'託銀に旬めて尚t ぬfす I1せ記末であって、

それ以告iTヒ商いられていたという記録lす、今の犯で tt4'<穿つでい有f1I .ヨーロッ Jfでl京、
¥ ， I 9 0 年 E員め仏ゅdμ p~んのフヲシズ語の苦手 1=延べてあるの創設初苛めゐ。そ

の後、 I3世紀になるとアランズ・アラビア &，'(j.烹他め文献には‘そのことに嶋九て t¥ ;gの
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~~幾つれある。この E幹事ぞから椎測するど、 E是主十芝航海苔の軽針金乞して用いるこどは、十零

時Z静代に7ラ巴ア人1K握、東かり地中海匹、伝J;了ごものの fう1きあ b。思L6量針f亨、極東及ぴ印

度予宇ではZ支術的なう:揺の1=め 1-:、更に↑す天体D¥ytlんどいつでも兎分T，r益課Z苓えてくれる然

務の澄切っそ立の下では、それを余 IJI延零どしなホつでので、航海lこ肉して防衛知的な役割

左翼え LT:: Iヱ廼ぎ今n¥フT::-.~ち、極併を大 IIIこ活用し士のは:tr.部処方ぬ撃の震の亨\ 1 Jlsすの

みであって、すて禄検家避の統渇乏可能匂iI?-Lめるようになったの fす‘ II音十盆1}'¥i!ヒ筏術的，:::

1定歩してが b のこ~である. ~主 29

H1ñ聖洋のーおの 7包rPY. ctす、沿岸観測用|二脇も i更ってい γご o ヲリ=.~ぶ判官ト苫/!!紀にうシ

ガレシぷふ~f!cιι 刀1航海天文、口 I叫す引ったので、臨互南いていたど Eべているい

9 性犯の中国の託銀も~，レラア船 t 鳩f1t・い E 二~t=つ II てぢ設している。

7ラビアlIfl7J¥統渇する場合にぽ、 I"_守週し e航海する二乞ポでき 1三!fl，"、・ 't:Il rd当然で‘

そ=巴=マ大三角{R，j)苓:tt:窪也ボEうるからである o 'ltし7ヲピア柏!才、風をJ興産ぐに右翼切っ

τ 主宰辺!!.L芝寸~主 II うこと Iすぜず、毘在の7 ラピア身b- 1I1，'しているのど同じく、船足l:厩の

方に向け、-Ifi乏下事通 Lにじてi生んだものと車 l'-ollo どいう.1)¥す、をの tうにあいマヌト

ヒ m玄海った結n'i. 上寺 jJ~" L 芝する場合 iご!才、 ~r" 怖が迂帆 1: r，f."るのである7f，，'、その昔、に L

てか〈のI?実に危俊である。それでマズトの力互利閉して、注鳶深〈荷l:io陶き乏告え iJ"tru
ぽ7f'らない。するl::.ごれiす舶を下手遭Lにするこ之芝意味していゐ。

帆1才強風øll舎をわ鯵IIflする=ピボ出来ながフ Çll~・、号電今 ú) d"うに飢桁玄下げるこヒt古島

家1=.又I盈-<， 1、さな予衡の帆甘r~ J!1fl x 織えてい Tごこと w‘19世紀にコロ:.7'刀T兎 T::11&-乞同

U税:である。畿の場合には、この如何相当;ニ宅τη った行動を株EJ;tJ Ifな bなか司;=ょうを耳F

s ~;r守定 7q.- i- インマズト~切って掴 v荷物乞ー績に槍てて L まい、船け甑玄乗切る lHIi:. 

肋t:tうで:J事.:9・勿織:夜宮えのさF伎は、ヱド1tIを捨ててボート 1::乗車多るごとをあった・ 3主gD:

航行透度 1::つLIての天体o旋づきは、アヲヒ‘アの望書延長量逮1i....記依していt演の航?毎表別ち置

併するこ 'L1f(由来る。

理E看{) 航海 E 間 使用自厳
航海矩前 織すを:t.
の枇携 の書記事

一軍.f1L曜一喝往還'

A-M.ふM 封 13-16 17ttt.t多d 刀、~ I<üf.ね礼~ 約 21f 1450 2;1 

fI 

" 

κ<<l..明 B、~~~も杓29

κaia.1r.. D¥ ~フ工入岬孔(V>t J 10 

1580 2.3 

~ 10 

400 

'1 -J 

2. % uet-ιム叫4MA444，pp.64JVζt:d.tt似p..o・叫k-c.tRas. 

d:l.-灸匂μ ぷ P.2/5 a.Rールが岬t..illi;介irLa.A

夜何枚鏑

タ

" f'.4 2.~ ..5V&a.f 11¥ i?泌BMJltUr.-

luvpザ PP.9/~n k，uJ'lIWt-? 11\ ~. 1CaμM 

P. 130 KJ.d ;0¥らsu""ぶ μ札

aP.-ゐω勺ム c1.g-J~ 3t 順風で一日間航海

6 

2 5tゑ短) 6 30 

60(急車)

5徹夜) 32. 0 
費量

f. f 

O. 4 

2.7 

IO({ft) '1.3 

約 16 1250(最短V3. 笠

41 3300 3.4 

150 6. 2 
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m 表 ø殺字玄個々ヒ検討すると、多少『ず不正被などごろもある~思われるポ、全4本的 I=lè

れ¥1'、平向2車産は 2i1'宮、ら今湿の阿にめって、ぞの聖女写「ま1)¥T.r 1) -建した結果芝宋している

.栃衰のつF天1レタ'71¥窓バ:ている力ラー・パー 1レ君、 bシー iレ・ lレー H・ーン lエ至b航海o記録寄

付、ぞの航海中i==ロJX'/レ蹟皇，&7J:クーヲ::-.マリーで侍3白しを時間前向ら n¥でなt，l1r、裁

~~聾度止っ τ いたわの X毘砂けれぽ?なわない.それで比分際司z除く之、この易会の暗記符透

唆 I宮少くとも 4浬義体5~夏~更積るこ乞1)'-っささ ~Q この速度を lレネッサシヌ以来のヨーロッ

パの駅抱の速度ピ Eヒペる之、会It.問題t:ばならないボ、毒々 6~豆、 7浬.時C は 8 浬露出し

，ll tとギリ予マ.ローマの商おの霊慶ど tt車交して毘ても相当に1J，.t1 o ど二ろ州場在の相E脅'"
7ラピア舶ほ非常口速〈、 I0浬材業巴出してい る。以上の友うな予安芝~慮し τ 、更に維

測すると.‘若しアラビ7の中世の術教が得泡仁専 l1'=冊尚宏託銀して除外し t帰合 1::.1窓、実

際の航符逮度~'bっ 2乙正jf l:毘積る=どポ ltt 菜~替であっ τ 、その平拘遺産I苫4~量以工であ

る~J:われる。註 31

航海の!J4民 c ついて怜7 ラe: r ・ナイトのうシドバッド.s~刊4，B..u{の芳五回 g の舵海防

衛書官憲る程度の参2野口高r~ ど窓われる.シシドパッド11"1疋のように助拾ってい:Þ.

I"" l込 IT叉もや依~ "て、外国の主抱;q>.々を兎るのを豊富誓するよう位なっr::o そこを2訟は

自介の gにかなった祖母舗な商品E買IIつけ、それを荷造りして，パヌラービI匂つ T=0 1¥スラ

ーで、私防河岸の液止場をあちこち歩き廻刀、遺症に大き〈て立殺す船体乞新レ II材料を箱をつ

τ封澄 ¥..1三衛兵a:.f島之τ.穴洋航海C遜t..e衡玄吏付けた 。その給tr-l訟の雪量1ご入った。そこ

で私Wその.$l'n玄購入して、南島互それに積込み‘術夜、乗組員を履い、その監脊として箱I古

811-の奴隷ピ川、百疫の何人がを配置した。多くの街人ポ級者T用品吉持って来て、f，，fr-貨働

11賞、船貨を支弘っ τ便乗した。それか bファチハ-74.ぉ:J...JL(コーラ〉の用電E章〉芝

崎蹄し?と使、服鋼需F航海と利益の ~1h~ んこどを期符しながら、魚、々は署ぴX 担æ-ß8:の中 1.: • 

7ラーの君事ヘヒ出'凡1...1:.-1

=のようヒ商人ボ即座位向(ì:!!全部購入~ .ぞれで再配列F巳出方1けるどいうご乞 f宮、会リ普通

I:Jこヒで切なかったようである。ぷし n向伊五kL.:d.、挟奮すれば術革に隊、し!すしげ術を

司惨殺する拘'r"-"n船養で1<t'6'<、間人自身lJFcFってい Eょうである。俊?τ射を象者医する船長

~. />...UU~札~別の芭震を時ばれτ いた. .，吉ヨ旦

その時代の航海ぽ著書聖1:=みちでいf=-ょうである"'Jt.す・う1"-r--備に人君1祭ク愚ざ渇二と.11'・

しばしばあった 0:';ウ)¥'イ lレlす‘ γァリカ灯イ ト芳川ジツチ一介以d た約再Eに

、 ~n~を余リ註たみ泡ざたので、非常 1= 壱 L 君、つ T= ~こ不平を荷えて ll;る。ヲ夫ルタ l才、司l

F写+0 0 人を柔ぜて運ぶ非常 I::!Jてきな桁三隻のこ~について書いている1)'\、そのような人政

除喪主Eの標準れbいっても、アヲピア船o一番大き守ものでも書官〈錆込苦すいと、委ぜるこ

~ポ由来ないのではないか芝居われる，二のようなこと付、 ~B~ も凋表 b 苧符われていて

、アラビ7舶の特蓑の一つどなって1Iる.l!I" 9里 ~tす中索、ー広< U;主ぱアジア地鼠芝郊外パ・ス

ヒ乗っ τ澱行したこ Zのあb人|す離で bこの備の?吹ye-g想像LT:::リ、そのような依ln住fu

寸前実上の動療及lA'活的な制限じ付する無関怜さ Lいうものポ詮んなわωでめる似を、容易

に理解する二包7ftlli*る箸である.
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術|古気温、進度もあい着々で、妄-~ ':1しく停:tJL た成、ミ~ 1:η 濯では守街~t君、ぞの調~1rの

ー-支配~(1)命令ロ，色付的 C舷俊しなければ'T，rbなfJ¥った.kfJち高い差7害現宮支払わされ、貢絢

芝鱈らねばならなt}¥った。マの」二仁商取引lJT駄目 iさなる迄も重留させbれるこどが、..々あ

ったようであ<90-方大洋仁出れば、首託‘隠E車、それ I::?望号濃の毛"-.11':何跨も符靖之でいた.

ぞれ政仁迩I!積れている術喪主).j{õ員も、無力さ z 積荷す:Q~でロ商人と大差 Tf\ Tø-< ，大波の

Jt中e't志、どんな人向でも木の雪震のよの曳け b同震であった.これ1:加之て.風1l'("}，事力、で泡

考っている時巴防、帆だけを想リ 1: 航行する韓1f t リロ遇。、仁理 [1 、穫で遭ぐ絡に~ヲた苦言殿

ピ穣われあ Xいう‘窓ろ Lい危険もあった。国王o'i.倫循保援のためヒ港軍芝置いている一野

d) 7K蟻玄除いては、*~げ船員互舵ヒ.-ttでおいて、1I8厳に1.:.'載させなけ;/tぱ、海肢を管理

するこけ批判った。この械の肉付、内ラ ト拘山Iの糊肘~る瞳毎に

20̂ -30隻位の舶で網E張歩、をの問の漫経I古‘ b豆1:ソ:芝7]¥煙で・色困を Lτ待っている

乞マ11.-:1 . ;f，ロ f孟延べている・このよう守受難仁会った時ヒ!事、)1(夫でも均ょをも直ぐ仁神

t 殺いのき子玄求め?と。海の績には樽の壱 n'\ 列~J!!.\:~~れ ë の Iす.そのような理由11\i?で I官

な川ろう 11¥.位 33
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